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Ｌ－オーネスゲン錠 20mg 使用上の注意変更のお知らせ 
 

拝啓、時下益々ご清祥の段お慶び申し上げます。 
平素は弊社製品に対し格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、弊社製品であるＬ－オーネスゲン錠 20mg の使用上の注意を下記のとおり自主改訂致しましたので

ご連絡申し上げます。 
今後のご使用に際しましては、新しい〔使用上の注意〕をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

敬具 
 

記 
 

◆「禁忌」の（６）の項を下記のとおり改訂致します。（    部追加） 

改 訂 後 現  行 
（６）ホスホジエステラーゼ 5 阻害作用を有する薬剤（シルデナ

フィルクエン酸塩、バルデナフィル塩酸塩水和物、タダラフ
ィル）又はグアニル酸シクラーゼ刺激作用を有する薬剤（リ
オシグアト）を投与中の患者〔本剤とこれらの薬剤との併用
により降圧作用が増強され、過度に血圧を低下させることが
ある。（「相互作用」の項参照）〕 

（６）ホスホジエステラーゼ 5 阻害作用を有する薬剤（シルデナ
フィルクエン酸塩、バルデナフィル塩酸塩水和物、タダラフ
ィル）を投与中の患者〔本剤とこれらの薬剤との併用により
降圧作用が増強され、過度に血圧を低下させることがある。
（「相互作用」の項参照）〕 

◆「重要な基本的注意」の６）の項を下記のとおり改訂致します。（    部追加） 

改 訂 後 現  行 
６）本剤とホスホジエステラーゼ 5 阻害作用を有する薬剤（シル

デナフィルクエン酸塩、バルデナフィル塩酸塩水和物、タダ
ラフィル）又はグアニル酸シクラーゼ刺激作用を有する薬剤
（リオシグアト）との併用により降圧作用が増強し、過度に
血圧を低下させることがあるので、本剤投与前にこれらの薬
剤を服用していないことを十分確認すること。また、本剤投
与中及び投与後においてこれらの薬剤を服用しないよう十分
注意すること。 

６）本剤とホスホジエステラーゼ 5 阻害作用を有する薬剤（シル
デナフィルクエン酸塩、バルデナフィル塩酸塩水和物、タダ
ラフィル）との併用により降圧作用が増強し、過度に血圧を
低下させることがあるので、本剤投与前にこれらの薬剤を服
用していないことを十分確認すること。また、本剤投与中及
び投与後においてこれらの薬剤を服用しないよう十分注意す
ること。 

◆「併用禁忌」の項を下記のとおり改訂致します。（    部追加） 

改 訂 後 現  行 
（３）相互作用 

１）併用禁忌（併用しないこと） 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

ホスホジエステラー
ゼ 5 阻害作用を有す
る薬剤 

シルデナフィルク
エン酸塩 
（バイアグラ錠、
レバチオ錠） 
バルデナフィル
塩酸塩水和物 
（レビトラ錠） 
タダラフィル 

（シアリス錠、ア
ドシルカ錠、ザル
ティア錠） 

併用により、降圧
作用を増強するこ
とがある。 

本剤は c GMP の産
生を促進し、一方、ホ
スホジエステラーゼ
5 阻害作用を有する
薬剤は c GMP の分
解を抑制することか
ら、両剤の併用によ
りc GMPの増大を介
する本剤の降圧作用
が増強する。 

グアニル酸シクラー
ゼ刺激作用を有する
薬剤 

リオシグアト 
（アデムパス錠） 

併用により、降圧
作用を増強するこ
とがある。 

本剤とグアニル酸
シクラーゼ刺激作
用を有する薬剤は、
ともに c GMP の産
生を促進すること
から、両剤の併用に
より c GMP の増大
を介する本剤の降
圧作用が増強する。 

 

（３）相互作用 
１）併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
ホスホジエステラー
ゼ 5 阻害作用を有す
る薬剤 
シルデナフィルク
エン酸塩 

（バイアグラ錠） 
バルデナフィル
塩酸塩水和物 

（レビトラ錠） 
タダラフィル 

（シアリス錠） 

併用により、降圧
作用を増強するこ
とがある。 

本剤は c GMP の産
生を促進し、一方、ホ
スホジエステラーゼ
5 阻害作用を有する
薬剤は c GMP の分
解を抑制することか
ら、両剤の併用によ
りc GMPの増大を介
する本剤の降圧作用
が増強する。 

 
 
 
 

【記載なし】 

 

以上 

―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。― 

 


